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学 位 論 文 内 容 の 要 冒
ゲフイチニブで治療された非小細胞肺癌の予後因子は完全には解明されてい
ない｡我々は血清KL-6がゲフイチニブで治療された再発非小細胞肺癌の予後因
子かどうかについて検討した｡岡山大学病院で2002年 9月から2005年 9月の
間にゲフイチニブで治療された再発非小細胞肺癌患者41例を対象とした｡血清
KL-6をゲフイチニブ治療前に測定 した.EGFR遺伝子変異をダイレクトシーク
エンス法で解析 した｡54%の患者で血清 KL-6が上昇 していた｡単変量解析で
は血清 KL-6上昇は無増悪生存期間短縮および全生存期間短縮と有意に関連 し
ていたO多変量解析では血清 KL-6はゲフイチニブで治療された再発非小細胞肺
癌において独立した予後不良因子であることが示された.EGFR遺伝子変異陰
性例では血清 KL-6上昇群で予後不良であった｡血清KL-6上昇はゲフイチニブ
で治療された非小細胞肺癌患者の予後不良因子である｡
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
ゲフイチニプで治療された非小細胞肺癌の予後因子は完全には解明されていない,
本研究者らは血清 KL6がゲフイチニプで治療された再発非小細胞肺癌の予後因子
かどうかについて検討しているoゲフイチニブで治療された再発非小細胞肺癌41
例を対象とし､その治療前に血清 KL-6を測定した｡また､EGFR遺伝子変異をダ
イレクトシークエンス法で解析しているoその結果､単変量解析では血清KL･6上昇
は､無増悪生存期間短縮および全生存期間短縮と有意に関連していた｡多変量解析
では血清 KL･6はゲブイチニブで治療された再発非小細胞肺癌において独立した予
後不良因子であることを示した｡路床的に測定が容易なEL･6がゲアイチニブで治療
された再発非小細胞肺癌において有意な予後予測因子であるとの知見を得たことは
価値ある業績であると認める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格が有ると認める｡
